
ガイダンス資料 2026 年度 

                                 常葉大学 外国語学部 

   

 

常葉大学外国語学部の語学研修・留学について 

 

世界を教室に！ 言葉を使って異文化を理解する力を育てよう。 

外国語は、教室で学ぶだけでなく、実際にその言葉が使われている環境の中で、使いながら育

てていくものです。外国語学部では、短期の語学研修から長期留学、交換留学まで、多様な海外

プログラムを用意し、学生が海外で学びながら語学力と異文化理解を深める機会を提供してい

ます。現地の大学での授業や日常生活の中で言葉を使う経験は、実践的な語学力と国際感覚を育

ててくれます。 

また、海外プログラムで修得した単位を卒業単位として認定できるのは、常葉大学の中でも外

国語学部だけの特徴です。この制度を活用すれば、海外での学びを大学の学修にしっかりと結び

つけながら、計画的に履修を進めることで、長期留学をしても４年間で卒業することも可能で

す。外国語学部の強みを生かして、ぜひ海外で言葉を使いながら学びを深めていきましょう。  

 

【１】202６年度のプログラム実施予定大学や教育機関 

カナダ 

・ ビクトリア大学 

・  ダルハウジー大学 

アメリカ合衆国 

・ カリフォルニア大学アーヴァイン校 

 

オーストラリア 

・ グリフィス大学 

 

スペイン 

・ アリカンテ大学 

ポルトガル 

・ リスボン大学 

・ CIAL（語学学校） 

韓国 

・ 慶熙大学 

台湾 

・ 銘伝大学 

中国 

・ 閩南師範大学 

 

【２】外国語学部の語学研修・留学（単位認定あり） 

種類 期間 対象 選抜試験 

長期 

留学 

認定留学 8 月～4 月 

（半年〜8 ヶ

月程度） 

2・3 年生 

（1・2 年次出

願） 

有 

交換留学（新規） 
（2026 年度は閩南師範

大学[中国]で実施） 

9 月〜3 月、

4 月〜8 月

（半年、もし

くは通年） 

2・3 年生 

（1・2 年次出

願） 

有 

ショート留学 
2 月～3 月 

（8 週間～10 週間） 

2・3 年生 

（2・3 年次出

願） 

有 

語学研修 
渡航型・オンライン型 

夏季・春季 

（3～4 週間程度） 
1 年生以上 

無 
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■詳細は、各プログラム実施前に開催する説明会や、外国語学習支援センターで閲覧できる「留

学費用の概要」および「留学生アンケート」を参照すること。 

■選抜試験のあるプログラムは、学納金を完納していることが応募条件になる（延納・分納不可）。 

【３】各種留学を目指しての準備 

留学・語学研修の計画  

・時期、渡航先、留学の形態、帰国後の履修計画（インターンシップ等）、経済面、奨学金の有

無、資格試験日程等を考えて計画を立てること。 

授業科目における学習（※選抜試験のある長期留学、ショート留学の場合） 

・基準となる GPA(通算)に到達していないと応募できないので、普段から意欲的に授業に取り

組むこと。 

外国語学部の留学・語学研修担当教員（202６年度）  

・留学手続きや単位認定関係書類等については、2026年度の語学研修・留学担当教員に相談な

らびに報告してください。 

・学部国際プログラム委員（全体のとりまとめ）：江口、宮腰、中山 

・中山(英語圏認定留学)、宮腰(英語圏ショート留学)、新妻(カナダ・ビクトリア大学語学研

修)、ハーディケン(カナダ・ダルハウジー大学語学研修)、崔(韓国認定留学)、柳(韓国語学研

修)、若松(台湾認定留学・語学研修)、江口(ポルトガル認定留学・語学研修）、増井・三村（ス

ペイン認定留学）、増井（スペインショート留学・語学研修）、戸田（中国交換留学） 

留学に関する規定  

・応募要件等は『学生便覧』外国語学部のページに記載されている「外国語学部における学生 

国外留学について」を参照のこと。 

・留学中の学納金、提出書類等は『学生便覧』「常葉大学学生国外留学規程」を参照のこと。 

カリキュラム内での単位認定  

・長期およびショート留学は「学部共通科目」の「海外留学」として単位認定される。認定され

る単位数は、プログラムの実施期間や実施内容によってプログラム終了後に決定する。 

 

・語学研修については以下の通り： 

＊ イギリス、カナダ、アメリカの場合：「英米語学科専攻科目」の「海外英語研修 A〜C」（4 年

生）または「海外英語研修 A・B」（1・2・３年生）として単位が認定される。これらの語学

研修に参加する学生は、研修の事前・事後指導を受ける必要がある。与えられた課題を行う

ことで、「海外英語研修事前・事後指導 A・B」として 1 単位を合わせて認定する（4 年生）。

いずれの場合も「秀」「優」「良」等の判定は行わず「認定」とし、GPA の計算には含まない。

単位を認定するのは、2 回目までとし、3 回目以降の参加は認めるが単位は与えない。 

＊ 台湾、韓国、スペイン、ポルトガルの場合：「GC 学科専攻科目」の「海外〇〇語研修 A」ま

たは「同 B」として２単位が認定される。これらの語学研修に参加する学生は、研修の事前・

事後指導を受ける必要がある。与えられた課題を行い、「秀」「優」「良」「可」いずれかの合
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格の判定が出た場合、「海外〇〇語研修事前・事後指導 A」または「同 B」として 1 単位が認

められる。 

【４】語学研修 （選抜試験なし） 
説明会に参加して概要・費用などの情報を早めに入手し、計画を立てましょう。  

時期 国名 期間 対象 費用 説明会日程 

夏期 

カナダ 

（ダルハウ

ジー大学） 

８月〜９月 

（４週間） 
３年生以上 約 90 万円 

3/23（月）（ガイダ

ンス内で実施） 

台湾 
8 月 

（3 週間） 

2 年生以上 

＊1 年生は担当教員と相談 
約 35 万円 

 4/2１(火)  A306 

12:30〜13:00    

韓国 
８月～9 月 

（3 週間） 
１年生以上 約 27 万円 

4/2３(木)  A306 

12:30〜13:00     

ポルトガル 

 

8 月～9 月 

(３週間) 

2 年生以上 

＊ポルトガル語履修者 
約 65 万円 

4/2２(水)  A306 

12:30〜13:00 

春期 

カナダ 
2 月 

（3 週間） 
1 年生以上 約 90 万円 

4/2２(水)（場所） 

 12:30～13:00 

スペイン 
2 月～3 月 

(4 週間) 

１年生以上 

＊スペイン語履修者 

（GC 学科 1 年生科目「スペイン

語会話入門」修了程度） 

約 60 万円 
4/2４(金)  A306 

12:30〜13:00  

 

■応募資格：研修先によって応募資格が異なるので、上記表の「対象」欄を確認すること。 

英語圏以外の語学研修に 1 年次で参加を希望する場合は、事前に担当教員に相談すること。 

 

■語学研修参加までの大まかな流れ 

①説明会に参加する。②費用面に関し、計画的に準備する。③語学力を向上させる。 

 

【５】ショート留学（選抜試験あり） 

■留学先 

 ・英語圏及びスペインで、2 月〜３月の春休み期間に実施される留学となる。 

 ・台湾、韓国、ポルトガルに関しては、本学と受入先大学の学事暦の都合上、202６年度は実

施しない。 

 

■応募資格 

１）2 年生、および 3 年生（教職課程履修者を除く） 

２）通算ＧＰＡが 2.10 以上の者（202６年度前期終了時） 

３）英語圏希望者は TOEIC 450 点以上、スペイン語圏希望者はスペイン語技能検定６級または

DELE A1 以上の取得者 

4）学納金を完納していること（延納・分納不可） 
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■奨学金 

成績によるショート留学奨学金制度(給付型)あり。支給額（予定）については、『学生便覧』外国

語学部のページに記載されている「外国語学部における学生国外留学について」を参照のこと。 

 

■その他、人数制限のある科目の受講について 

帰国日時によっては 4 月の選抜ガイダンス等に出席できないため、履修できない場合もある（各

授業の担当教員に確認すること）。 

 

■単位認定に関して 

ショート留学は「学部共通科目」の「海外留学 A」～「海外留学 F」を組み合わせ、単位が認定

される。受講した授業の総時間数に応じて認定する（6 単位程度）。詳細は 9 月の説明会で配布

される募集要項を参照のこと。 

 

■ショート留学までの大まかな流れ 

・基準のスコア・資格を取得する。 

＊応募要件の詳細は、便覧および説明会で配布される募集要項を確認すること。質問等が 

ある場合には、各担当教員に連絡すること。 

＊基準となる GPA(通算)に到達していないと応募できないので、普段から意欲的に授業に 

取り組むこと。 

・費用面に関して計画的に準備する。 

・留学体験発表会や 9 月に行われるショート留学説明会に参加し、各大学の情報を 

収集し、留学先を検討する。 

・必要書類を不備のないよう準備し、応募する（9 月末）。必要書類は「教務課キャビネッ

ト」からダウンロードできる。 

 

【６】認定留学 

◆６-1 欧米地域［英語圏、スペイン、ポルトガル］ （選抜試験あり） 

■応募資格 

1）応募時（毎年の 3 月中旬）において、1 年生（小学校教員免許課程履修者を除く）、および

2 年生（教職課程履修者を除く） 

  2）通算 GPA が 2.10 以上の者（2026 年度後期終了時） 

  3）英語圏に留学する場合：TOEFL 450 点以上の者 

4）スペイン・ポルトガルに留学する場合：A または B のどちらかを満たしていること 

A：以下の外部語学検定において、基準となる級以上を取得していること  

《スペイン》スペイン語技能検定 6 級または DELE A1 

《ポルトガル》APLE A1（現時点で国内で受験できる会場はない） 

B：グローバルコミュニケーション学科生の場合、学科で開講されている留学先地域の言

語・文化に関する所定の科目の成績が優以上であること 

・２年次で留学する場合「〇〇概論」「〇〇語会話入門」の 2 科目 

・３年次で留学する場合「専攻〇〇語 IA」「専攻〇〇語 IB」「〇〇語会話 I A」「〇〇語会
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話 IA」「〇〇語会話 IB」の 4 科目 

５）学納金を完納していること（延納・分納不可） 

 

◆６-2 東アジア地域［台湾、韓国］ （選抜試験あり） 

■応募資格 

１）応募時（毎年の 3 月中旬）において、1 年生（小学校教員免許課程履修者を除く）、および

2 年生（教職課程履修者を除く） 

２）通算 GPA が 2.10 以上の者（2026 年度後期終了時） 

３）希望する留学先に応じて、以下の A または B のどちらかを満たしていること 

A：外部語学検定試験において基準となる級以上を取得している 

・台湾希望者：「中国語検定試験準 4 級」または「HSK 漢語水平考試筆記 1 級＋口試

初級」 以上 

・韓国希望者：ハングル能力試験 5 級または韓国語能力試験 1 級 

B：グローバルコミュニケーション学科生の場合、学科で開講されている留学先地域の

言語・文化に関する所定の科目の成績が「優」以上であること 

・2 年次で留学する場合  「〇〇概論」「〇〇語会話入門」の２科目 

・3 年次で留学する場合  「専攻〇〇語 IA」「専攻〇〇語 IB」 

「〇〇語会話 IA」「〇〇語会話 IB」の４科目 

4）学納金を完納していること（延納・分納不可） 

 

◆６-3 認定留学の奨学金や単位認定について 

■奨学金 

GPA 上位順に学内の認定留学奨学金を若干名に給付する。詳細については説明会で説明する。 

■単位認定に関して 

認定留学は「学部共通科目」の「海外留学 A」～「海外留学 F」を組み合わせ、単位が認定さ

れる。詳しくは説明会で配布される募集要項を参照すること。 

■認定留学までの大まかな流れ 

・基準の級または成績を取得する。 

＊応募要件の詳細は、便覧および説明会で配布される募集要項を確認すること。質問等が 

ある場合には、各担当教員に連絡すること。 

＊基準となる GPA(通算)に到達していないと応募できないので、普段から意欲的に授業に 

 取り組むこと。 

・留学体験発表会（7 月予定）にできる限り参加し、各大学の情報を収集し、留学先を検討

し、費用面に関して計画的に準備をする。 

・認定留学説明会(12 月または 1 月)に出席する。 

・必要書類を不備のないよう準備し、応募する（3 月中旬）。必要書類は「教務課キャビネッ

ト」からダウンロードできる。 
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【７】交換留学（新規） 

※ 2026 年度については閩南師範大学（中国）が対象となる。 

※詳細は 4 月に実施される「交換留学説明会」で確認すること。 

 

■応募資格 

１）応募時において 1 年生～3 年生（但し 3 年生の場合，4 年次に及ぶ期間の留学はできな

い） 

２）通算 GPA が 2.10 以上の者 

３）希望する留学先に応じて、以下の A または B のどちらかを満たしていること 

A：外部語学検定試験において基準となる級以上を取得している 

・「中国語検定試験準 4 級」または「HSK 漢語水平考試筆記 1 級＋口試初級」 以上 

B：グローバルコミュニケーション学科生の場合、次の科目の成績が「優」以上である

こと 

・2 年次で留学する場合  「中国概論」「中国語会話入門」の２科目 

・3 年次で留学する場合  「専攻中国語 IA」「専攻中国語 IB」 

「中国語会話 IA」「中国語会話 IB」の４科目 

4）学納金を完納していること（延納・分納不可） 

 

【８】長期留学における「交換留学」と「認定留学」の違い 

項目 交換留学 認定留学 

留学期間 半年、もしくは通年 半年～8 か月 

留学先 
本学と交換留学協定を結んでいる海外

大学 
本学と協定を結んでいる海外大学 

留学先の授

業料 
不要 必要 

本学の学納

金 
通常どおり納付 半額に減免 

本学の奨学

金 
なし 成績優秀者に奨学金を支給（返還不要） 

その他費用 宿泊費・生活費・渡航費などは自己負担 

単位認定 留学先での学修時間等に応じて学部共通科目〈海外留学〉等として認定  

卒業への 

影響 
計画的に履修すれば 4 年間で卒業可能  

 

【９】2026 年度留学に関するその他の奨学金（個人で申請できるもの）について 

１）JASSO 留学時特別増額貸与奨学金（貸与型・返還義務あり）  

日本学生支援機構の奨学金（第一種または第二種）を利用している学生が、海外留学する際に一時金
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（10 万～50 万円）を追加で借りることができる制度です。  

※利用には条件があります。 

※詳細は学生課へお問い合わせください。  

JASSO 留学時特別増額貸与奨学金詳細 web ページ：

https://www.jasso.go.jp/shogakukin/about/taiyo/tokubetsu/ryugaku.html 

 

2) 奨学金検索サイト（参考）  

• JASSO 海外留学奨学金検索 

https://ryugaku.jasso.go.jp/form/search.php?f=scholarship_abroad.html  

• 奨学金検索サイト ガクシー （民間のサイトで、留学奨学金の関する情報も掲載）  

https://gaxi.jp 

※募集条件や申請方法の詳細は、必ず各奨学金の公式サイトで確認してください。  

 

【１０】安全に留学するために 

➢ 留学先の国や地域において、感染症が国境を超えて流行する状態や、治安情勢の悪化が見られる

場合、留学や語学研修の実施を中止・延期することがある。 

➢ 同様に、上記の理由により、留学中の学生に対して帰国を指示することがある。 

➢ 留学をする一人一人が「自分の身は自分で守る」という意識を持ち、常に情報を収集して危機を

回避することを心がけること。 

➢ 参考となるホームページ  

■海外安全ホームページ 【外務省】http://www.anzen.mofa.go.jp/  

■海外渡航者のための感染症情報 【厚生労働省検疫所】FORTH（フォース） 

 http://www.forth.go.jp/ 

 

 

【１１】オンライン英語研修（選抜試験なし） 

2026 年 3 月時点の情報です。今後追加・変更になる場合があります。 

国名 期間 実施機関 対象 費用 

カナダ 

（授業名：オンライン英

語研修 A：１単位）（1-

3 年生）海外英語研修 A

～C（4 年生） 

①7/6- 

8/27 

 

②9/8-

12/3 

 

①②ダルハウジ

ー大学語学学校 

①②希望者なら

誰でも参加可 

①$3,675CAD(約 428,000 円※１

CAD＝117 円で計算  (2026/3/16

時点)) 

②$5,460CAD 

(約 637,000 円※１CAD＝117 円で

計算(2026/3/16 時点)) 

※カナダのビクトリア大学およびオーストラリアのグリフィス大学では、2026 年度は 

オンラインコースは開講されません。 

 

以  上 

 

https://ryugaku.jasso.go.jp/form/search.php?f=scholarship_abroad.html
https://gaxi.jp/
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